
新しい季節を迎えて 

                                      校長 星野 健一  

金杉小学校の花壇のあちらこちらから球根の芽や花が芽吹き始め、春の足音が大きく

なってきました。カラフルなヒアシンスも香りを放ち、春の彩りをいっそう添えてくれて

います。 

さて、二度目の緊急事態宣言が発令された中での教育活動ですが、金杉小学校の特性を

活かして、２月の上旬には３年生が、地元の方を中心とした日本の伝統的な唄や三味線な

どの邦楽鑑賞会を体育館で行い、４年生が聴覚障害者協会の方々の協力のもとで手話体験

教室を行いました。今の世の中に対応していくための手話などが学ぶことができ、とても

深い勉強になりました。また、５・６年生では、数少ない練習期間と限定されたなかでの

器楽発表会でしたが、一生懸命に音を奏でていて心が癒やされる時間となりました。本来

であれば保護者の方や地域の方にも聞いていただきたいところでしたが残念でなりませ

ん。さらに ICTを活かした英会話学習を２６日（金）に６年生が行いました。本校に勤務

するALT以外の３名のALTとの会話を個々に取り組み、Webカメラを通してのリアル

な会話を学習することができました。これも小規模特認校としての特色の一つとなり、６

年生にはとてもよい刺激になったと思います。 

そして、３月１日（月）には「６年生を送る会」、３月２４日（水）には「卒業証書授

与式」と学校でしか学べない活動時間がありますが、これからも引き続き、今までのソー

シャルディスタンスやマスク、消毒などの対策をしながら実のある教育活動を全学年で行

っていく予定です。 

ところで、２月１４日から放送開始になりました大河ドラマ『青天を衝け』をご存じで

しょうか。「日本資本主義の父」とも称される渋沢栄一を主人公に、幕末から明治までを

描いています。歴史上の知名度は正直とても低いですが、現在への影響力はとてつもなく

大きく、調べれば調べるほどその偉大さに感嘆します。舞台は埼玉県の深谷市ですが、金

杉小学校の児童たちもどことなくその幼少期が似ている部分を垣間見ることができて、金

杉っ子の児童が、将来の松伏町・埼玉県・日本を成長させてくれそうで、毎日ワクワクし

ながら見守っています。 
この１年間、保護者の皆様、地域の皆様には本校教育の推進のために様々な面でご支援・

ご協力をいただきました。厚く御礼申し上げます。お陰様でコロナ禍の１年でしたが、児

童・教職員共に試行錯誤しながらなんとか教育活動を実施することができました。大変あ

りがとうございました。まだまだ通常のようにとはいきませんが、来年度もどうぞよろし

くお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 月 ６年生を送る会  学校評議員会  PTA 本部会 
２ 火 学力テスト結果配付 

３ 水 卒業式全体練習開始 PTA 全体委員会 

４ 木 イングリッシュタイム  委員会 

５ 金 卒業式全体練習 

６ 土  

７ 日  

８ 月 通学班仮編制 一斉下校14:45下校 

９ 火 大掃除週間開始 

10 水  

11 木 スクールカウンセラー勤務日   クラブ   

12 金 開校記念日  

13 土  

14 日  

15 月 学力テスト問題返却（３～６年） 

16 火 6年奉仕活動 

17 水 図書返却 
18 木 卒業式予行 

19 金  

20 土 春分の日 

21 日  

22 月 卒業式練習 給食終了 

23 火 3時間授業11:10下校 （5年生のみ12:05下校） 

24 水 卒業証書授与式 １～4年臨時休業日 

25 木 土曜日課4時間授業 12:05下校 

26 金 ３時間授業 修了式 11:35下校 

27 土 学年末休業日 

28 日  

29 月  

30 火  

31 水  

《５・６年生 器楽発表会》 
5・6 年生が音楽の授業で練習してきた曲を披露する器楽
発表会を，体育 
館でおこなう 
ことができま 
した。 

金杉小学校 学校だより 

第１１号３月号 

令和３年３月１日 

〈在籍児童数〉 

男子 ９５名 

女子 ８６名 

計 １８１名 
 

《３年生 手話体験教室》 
３年生が，総合的な学習の時間で,松伏町聴覚障害者協 

会と松伏手話サークルの方々を招いて，手話体験をおこ 

ないました。挨拶や漢字を表す手話を習い，歌を手話で 

歌う体験など， 

貴重で有意義 

な体験ができ 

ました。 

【４月のおもな予定】 
６日（火）新６年準備登校８:５０～１１：００ 
８日（木）３時間授業・始業式・入学式（１～５年 11:20 下校） 
９日（金）３時間授業・通学班編成・一斉下校 下校１１：３０ 

１２日（月）給食開始・１年 11：35 下校 
１４日（水）１年３時間 11:35 下校 ２～６年４時間 13:20 下校 
１５日（木）委員会活動 
１６日（金）PTA 新旧役員会 
１９日（月）1年 4時間 13:15 下校  
２０日（火）授業参観・懇談会１～３年・ひまわり・たんぽぽ 
２１日（水）授業参観・懇談会４～６年 
２２日（木）発育測定１～６年 クラブ 
２３日（金）2年生町探検 児童引き渡し訓練 
２６日（月）1年心臓健診 
３０日（金）PTA 総会 
 

《３年生朝から元気さわやかタイム》 
 毎週木曜日のさわやかタイム。1・2 月は金杉小ならで

はの「全校鬼ごっこ」。そして今月は「全校縄跳び」と児童 

職員共に，朝から元気いっぱいです。 

ＨＰアドレス http://matsubushi.ed.jp/kanasyo/ 

 
《３年生 邦楽鑑賞教室》 

松伏町に伝わる民話を鑑賞する邦楽教室がおこなわれ

ました。松伏町在住の秋野恵子先生他，６名の指導者に
民話「丸山の 
狸囃子」を披 
露いただきま 
した。体育館 
いっぱいに広 

がる邦楽を楽 
しむことができました。 

 ～ 保護者の皆様へ ～ 

  今月のスクールカウンセラー勤務日は，11 日(木)の 

午後です。相談・面談を希望される方は，担任又は教頭 

までお願いします。 

３月の行事予定 



金杉小学校の歴史 
～開校記念日に寄せて～ 

３月１２日（金）は、金杉小学校の開校記念日です。今号では、金杉小学校の歴史等について特集します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  沿 革 （ダイジェスト版） 

明治  ８年 ３月 12 日  築比地小学校創立 宝蔵院を仮校舎とする 

２０年       築比地尋常小学校となる 

   ４２年 ４月     金杉尋常小学校となる 

大正 １５年 ４月     高等科設置が認可され，金杉尋常高等小学校となる 

昭和  ４年           新校舎落成 校歌ができる 

２２年 ４月 １日  校名を埼玉県北葛飾郡金杉村立金杉小学校と改称 

                      埼玉県北葛飾郡金杉村立金杉中学校を併置 

２５年 ３月３１日  金杉中学校を廃止 

   ３１年 ４月１５日  村名変更により校名を松伏村立金杉小学校と改称 

４４年 ４月  １日 町制施行により松伏町立金杉小学校と改称 

５１年 ４月 １日 現在地に新校舎落成，全校移転 

６３年 6月    金小富士の造成完了 

平成  ９年 ３月１７日 大型滑り台新設工事完了 

１１年 ３月       敷地内に金杉地区学童保育所新設 

１３年9月17日 埼玉県「交通安全優良学校賞」表彰 

２７年10月３１日 埼玉県「埼玉・教育ふれあい賞」表彰 

２９年4月    文部科学省より小規模特認校制度を受ける 

令和  １年 ６月    教室空調エアコン設置 

校 章 

        中程に「学校」の「學」の文字，両側に葉，高い位置にペン先を型取ったような五

角形がありますが，正確な由来は伝わっていません。ご存知の方がいらっしゃいまし

たら，学校までご連絡いただければと思います。どうぞ宜しくお願いします。 

校歌・金小みんなのうた 

                     

 

 

 

 

 

校 歌                金小みんなのうた 

左は，体育館前面右上に掲額されている金杉小学校校歌です。三代目校長 飯島 定之助 氏

が作詞し，六代目校長 飯島 専一 氏が作曲されました。制定当時は三拍子だったようです

が，昭和４０年代に入り鼓笛演奏が盛んに行われるようになった折に，当時松伏中学校校長で

あった 日向 雅男 氏により四拍子に編曲されました。 

金杉小学校には，もう一つ「金小みんなの歌」があり，同じく体育館前面左上に掲額されて

います。これは，昭和６３年当時３年生の児童が作詞し，音楽担当だった 新井 芳樹 先生

が作曲されました。どちらの曲も，金杉小学校のみんなに愛されています。 

金杉小学校の卒業生より 

  金杉小学校の卒業生には，松伏町の名誉町民がお二人います。お二人の資料は，研修室他に掲

示されておりますので，ぜひご覧ください。 

         金子丑之助 医学博士             後藤 純男 画伯 

        解剖学の権威として日本医科          日本画家として芸術の進歩に 

大学，埼玉医科大学の名誉教授         貢献されました。平成１８年旭 

となりました。昭和５２年，勲         日小綬章，２８年恩賜賞，芸術 

三等瑞宝章を受章されています。        院賞を受賞されています。 

金小シンボル ジャンボすべり台とキャラクター 
＊ ジャンボすべり台について 
子どもたちが遊びながら体力づくりができるようにと思い，当時の校
長先生（第25代校長 髙橋 明 先生）が提案しました。また，もと
もとあった金小富士と同じくらいの学校のシンボルにするために，高く
しました。 

 ＊ 金小キャラクターについて 

  令和2年度に，全校児童から 

デザインを募集して，金小富士 

をモチーフとするキャラクター 

が，鈴木姉妹によるアイデアで 

誕生しました。 

かっぴー＆なっぴーです。 


